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人数�全対象者に対する割合�

190�

146�

204

72.5%�

55.7%�

77.9%

中学時代�

高校時代 �

中学または高校のど�
ちらか一方でも所属�

人数�学校運動部活動所属�対象者に対する割合�

38�

24�

52

20,0%（n=190）�

16.6%（n=145）�

25.6%（n=203）�

中学時代�

高校時代 �

中学または高校のどちらか�
一方でも体罰経験がある�
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必要である�

どちらかといえば必要である�

どちらかといえば必要ではない�

必要ではない�

合計�

人数（%）�

8 （ 3.1）�

33（12.6）�

88（33.7）�

132（50.6）�

261（100.0）�

��������	

良いことである�

どちらかといえば良いことである�

どちらかといえば良くないことである�

良くないことである�

合計�

人数（%）�

1 （0.4）�

13（5.0）�

117（45.2）�

128（49.4）�

259（100.0）�

�����

�����

否定的でない理由�

時には体罰をせざるをえないことがあるから�

常識の範囲内（ビンタや小突くくらい）ならやむを
えないから�

信頼関係があれば体罰も許されるから�

口で言っても聞かない場合は仕方がないと思うか
ら。しかし、やりすぎてはいけない�

本当に悪いことをしている場合は最終手段として
用いてもよいと思うから�

身体を使って教えるのは大事なことであるから�

多少は必要なときもあるから�

全国大会を狙っているような強い部活動なら仕方
がないから�

熱心ならば少しくらいの体罰は仕方がないから�
厳しさも必要な時があるから�

やる気が起こるから�

むやみやたらに体罰を行うことはいけないが、なぜ
体罰をするのかをきちんと伝えれば体罰もありだ
と思うから�

一概に悪いとは言えないが世の中の風潮で肯定
はできないから�

自分のためだと受け手が理解できれば体罰もあり
だと思うから�

指導者の「思い」が身体と身体のコミュニケーショ
ンで伝わるから�

指導者としての方法が制限されると思われるから�

�

人数�

16

12

12

10

９�

４�

４�

３�

３�

２�

１�

１�

１�

１�

１�

��������	
���������
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否定的でない理由�

愛情があればよいと思うから　�

痛みを子どもが知ることが大切だと思うから�
傷が残るほどの体罰はよくないと思うが、意味の
ある指導として必要な体罰もあるのではないかと
思うから�

精神的に強くなるから�

たまには刺激が必要だから�

体罰のあとにフォローがあればよいと思うから�

否定的な理由�

言葉や自分の行動で示すべきであるから�

別の方法があると思うから�

体罰によって技能は向上しないから�

体罰によって成長することはないから�

体罰は指導者の力不足を補うためのものだから�

恐怖心を植え付けてしまうから�

体罰までする必要はないから�

体罰は心に傷が残るから�

体罰はおかしいから�

部活動において体罰の意義が見出せないから�

部活をそんなに厳しくする必要はないから�

生徒の自主性が損なわれるから�

体罰をする意味がわからないから�

体罰がトラウマになるから�

現代の親はうるさいから�

やりすぎる危険があるから�

身体的苦痛を加えることは犬や猫のようにペットと

同じ扱いをされているのと変わらないから�

楽しむことができないから�

暴力では何も解決されないから�

体罰はやってはいけないことであるから�

体罰はいい思いがないから�

体罰では何も変わらないから�

体罰は人権問題であるから�

人によって受け取り方がちがうから　�

体罰は犯罪だから�

生徒のやる気をなくしてしまうから�

体罰は痛いから�

体罰によって生徒が辞めてしまうから�

指導の中に体罰は含まれないから�

体罰をすることによる利益がないから�

体罰は相手をダメにしてしまうと思うから�

受け手がスポーツが嫌いになるから�

体罰は選手の能力を伸ばすのに少なからず障

害であると思うから�

弱い者イジメにしか見えないから�

極力体罰は避けるべきであるから�

体罰で責めるべきではない�

心まで屈することはできないから�

身体に影響を与えるから�

体罰は許されるべきではないから�

一方的な力の行使はいけないことであるから�

�

人数�
1�

1�

�
1�
�

1�

1�

1�

�

23�

16�

14�

9�

7�

7�

7�

6�

4�

4�

4�

4�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

3�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

2�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

1�

必要以上の体罰は「指導」ではなく「暴力」であるので
「暴力」の体罰ではなく、「指導」の体罰は最低限必要
であると思う。�
私が高校のときしていた部活動のときは、まず言葉で
指導を受けていた。その指導を何度もいわれてできな
い場合は体罰を受けている人もいた。しかし、受けた人
はその後大幅に技術が上がり、自分が悪かったと反省
していたので良かったと思う。�
最近は親がうるさいので少しも手を出せなくなっている
と思う。でも、時には必要なものであると思うし、それだけ
の熱意があるということだと思う。�
最近は世間（特に親）が体罰に対して敏感になりすぎ
ているところがあると思う。一人教師が過度の体罰を
加え、生徒がケガをする又は最悪死ぬようなことがある
から世間が敏感になるわけで、教師はむやみに暴力を
振るうのではなく、必要性に応じて行うことが求められ
ると思う。�
体罰とは、人を殴ることだけではないと思う。私は、プレ
ーでミスして殴られることが多かったし、自分で何が悪
いのか理解していたので平気だったが、やはり先生と
生徒の信頼関係は大切なもとだと思う。もし、先生のこ
とを信頼していなければ、怒られ、殴ることを体罰だと感
じるが信頼していれば体罰と感じないだろう。�
少女バレーのときはサーブミスしたらボールで頭をたた
かれるなどがあったが体罰とは思っていなかった。緊張
感が与えられる。�
あまり良くないと感じる。他の学校であると聞いても、た
いていが厳しいだけで、生徒の間違った行動を正すた
めに行われたものとは思えない。生徒があまりにも逸脱
行動やそれに関するような行動をした場合には、止むを
得ないと思う。生徒に腹を立てての体罰と生徒のことを
考えた体罰とでは天と地ほどの差があると思う。�
どこまでを体罰と言っているのか分からないが、少なくと
も私個人は高校での先生の行動は体罰ではなく指導
だと思っているので、生徒にそう思わせられる適度な指
導が理想だと思う。�
何事も信頼があれば成り立つとは思うが、互いの受け
取り方の違いで問題になってしまうかもしれないと思う。�
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体罰は人によって受けとり方がちがうから、そのときに状
況にあわせるべきだと思います。�
今まで自分がスポーツをしてきて体罰はやはりあったけ
れどどこか仕方のないこととして受けていたように思う。
体罰を受ける側の意識の問題もあるのかもしれない。
小・中学生の場合、強いところは、たいがい先生が厳し
く、強くなるためには必要とも考えられる。�
自分はしようと思わないしむしろできないと思う。しかし、
私のことを思って生徒から嫌われ役になっても私にぶ
つかってくれた先生には感謝している。今までたくさん
の先生に会った中で体罰を行った先生は２人だけだっ
たがどちらの先生も好きだし私の人生の中でそんな先
生がいたことは有難く思っている。�
昔の人は、体罰もある程度許して鍛えられてきたので
現在も度がすぎなければOKだと思う。�
近年、マスコミ等で騒がれているせいで些細なことでさ
え目くじらを立てる世間となってしまっているが、体罰と
いう手段は時と場合によっては必要だと思われる。マス
コミや保護者がもっと理解し少々の体罰ならば容認でき
る環境がなければ教育そのものが腐敗していくような
感じさえある。�
必要な体罰と不必要な体罰があると思う。体罰を使い、
選手が上達するのであれば体罰も時には必要だと思う。�
実際に子どもが体罰を受けてそれを自分が悪かったと
反省するなら体罰にもきちんとした意味があると言える
が、指導者の気分であったり、気に食わないなどの理由
が満足でない場合の体罰は認めてはいけないと思う。�
親がどうこう言うことではないと思う。だから、必要なとき
はかまわないと思う。�
体罰はあまりよいこととは思わないが、指導者が子ども
を成長させようと思ってケガをさせない程度に、軽くする
くらいならしつけとして認めても良いと思う。体罰を全く
したらダメと口で言っても、全く聞かない子などはずっと
そのままになると思う。�
体罰は必要ないが、先生が本当に一生懸命で生徒た
ちもそれに答えようとする信頼関係であれば、体罰とい
う言葉ではなくなると思う。だから、教師の体罰はいけ
ないことだというようになっているけれど、ただの体罰と
熱心な指導を区別する必要があると思うし、保護者も
それを見極めることを努力するようにしたらよいと思う。�
殴る・蹴るはさすがにいけないと思うが愛のある体罰な
ら、受けた側もいやな気持ちになるとは限らないと思う。�
私は小学生の時に体罰を受けたことがあるが、それで指
導者を嫌いになったことや、スポーツが嫌いになったこと
はなく、わたしにもそれなりの理由があったからだったの
だと思う。度が過ぎる程の体罰はあってはならないことだ
と思うが、ある程度は仕方がないのではないだろうか。�
生徒に体罰を与えることには、基本的には反対だが、
必要な場合、また生徒のために仕方なくという場合は、
ある程度なら許容できる。�
体罰とは？しごきとは？それはそのようなことをされた側、
つまり受け手が体罰だと思えば体罰になるししごきと受
け止めればしごきになると思うので、境界線を引くのは
難しいと思う。先生（指導者）が少しくらい厳しくないと、
忍耐力など運動をするには必要な力が養われないと思
う。少しくらい殴られたからといってギャーギャー騒ぐな
と思う。�

自分が指導者を信頼し、自分が絶対的に悪い場合の
体罰は問題ではないと思う。なぜならそれは体罰と認
識しないと思うから。�
バスケットシューズで殴られ、ふくらはぎにシューズの跡
があざになることがあった。さすがに今考えればやりす
ぎだと思う。しかしそれで成績が上がったのも事実。今
はちょっとした事で体罰だと騒ぐが、一定の線を越えな
かったらよいのではないかと思う。�
生徒・先生間のきずなや信頼関係がしっかりできてい
たら、生徒は体罰を体罰と感じないで、先生が自分たち
のことを思ってのことだと受け止められると思うだろうか
ら、テレビなどで教師の体罰を生徒が訴えるような事件
では、先生の普段からの言動に問題があってのことだ
と思うから、そういうものはなくしていかなければいけな
いと思う。ただ部活などで先生が生徒に信頼されてい
て、強くなるためにある程度厳しいことをするのはよいと
思う。�
やりすぎなければよい。�
愛があればいいのではないか？愛は先生と生徒では尺
度が違うので難しい。しない方がもちろんいいが時とし
て勝負しないといけないときもあるように思う。�
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